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〈資料〉
虹の松原と松露
佐賀大学海浜台地生物生産研究センター 田 中 明
1 .まえがき
虹の松原は佐賀県唐津市と浜玉町にかけて広が
るクロマツ林である。表-1に日本の有名な松原
の比較を示すが，この中で虹の松原が最大な規模
である。
表 1 [立内の有名な松原
(佐賀森林管理署が作成したものに加築)
名称 所在地 林 il令 1'前
延長 IT干fi
if. m ha 
虻の松阪 唐津，i兵玉 1-400 400-700 4.5 220 
二保の松係 静 1I可県 1-90 70 5 32 
天の総立 ぶ者1 府 1-600 20-150 3 27 
気比の松原 福井県 10-200 400 I 32 
これまでに次のような指定を受けている。
明治2年以降 国有林として管理
明治31年
大正15年
昭和30年
防風.i朝害防備保安林
史跡名勝天然記念物
特別名勝天然記念物
昭和31年 玄海国定公園特別地域
昭和56年 保健保安林
この他に，日本の自然百選，住本の名松百選，
森林i谷の森百選，白砂青松百選，宮本の道百選
日本の街路樹百景，日本の渚在選などに選ばれて
いる。この虹の松原は400年前に，藩主の寺沢志
摩守によって背後の農地を保護するために防嵐，
防潮林としてクロマツが植林されたものである。
クロマツは表皮組織であるクチクラ層がよく発達
しているので，付着成分が葉内に容易に侵入でき
ないために，耐塩性が大きいと考えられている。
またクロマツは痩せた砂地でも生育できるという
特徴を持っている。
虹の松原は現在に至るまでその機能を維持する
ために，また三三大松原のーっとしての憩いの場の
保護のために，多くの人々によって守られてきた。
しかし厳しく管理されてきた松原がわずか50年ほ
ど前から大きく変わろうとしている。この最も大
きな原因は，燃料として従来採取されてきた松の
落ち葉が，ガス，石炭，電気の利用に伴って不要
となり放置されるようになったことにある。この
他にも，河川の治山治水事業による海岸侵食，海
岸地帯の開発や都市北に伴う海岸林をとりまく環
境の変化などの影響も大きい。
本報告では， (1)虹の松原の環境に大きく関わる
松露について解説し，さらに(2)虹の松原内の地下
水の水質調査結果に基づいて地下水の環境につい
て考察する。
2.松露の生脊と環壌
かつて虹の松原では松露(表紙写真参照)を目
にする機会が多くあったが，ほとんどの若い人は
見たことがないほどに少なくなった。この原因は
「松葉かきJが行われなくなったためと言われて
いる。松葉かきが頻繁に行われていた頃は松林は
松露蕗が支配していたが，松葉かきの衰退ととも
に落ち葉がたまり松露菌が消えていった。また，
酸性関の影響によって，菌根菌が少なくなった可
能性もある。菌根とは植物の根と菌類の富糸が一
緒になってつくる特殊な組織のことで，菌根をつ
くる菌類を菌棋菌と呼ぶ。この菌根龍には根の表
細胞に菌糸を侵入させる (VA菌根菌)内生菌
根と，菌糸が細胞の外慨を包む外生菌根とがあり，
松露菌は外生菌根である。土壌中に伸びたl翠糸は
根や根毛よりも広い範囲に広がり，水蒸気でも吸
収できる。また砂の中に固定されているリンなど
のミネラルを漆かし吸収する。
落ち葉がたまり，広葉樹やマメ科などのつる性
植物が侵入した林では菌根菌が消えて，アマタケ，
ハラタケのような落葉分解菌が多くなり，また菌
根菌もドクベニダケ，テングダケ，クロハツなど
に変わる。
松葉を燃料として使っていたころは，松葉は…
定量以上は堆積せずに，砂中は貧栄養状態であっ
た。このような状態では，砂中の根は栄養を求め
て，細い根を多量に伸ばすが，栄養を吸収するこ
とは容易で、はない。そこで菌根菌は根に代わって，
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栄養を吸収しクロマツに供給し，クロマツは鍵全
に育つことができると言われている。松露菌はク
ロマツと共生関係にあり，また松露菌はクロマツ
の(クロマツの生育環境の)健全さを表す「指標
生物」と考えることができる。
松露が生育するためには，松露菌の生育に必要
な環境として，日当たりが良く，また砂地が露出
しているような場所が必要で、ある。松露菌はアル
カ1)性の土壌でも良く生育するので，木炭を土壌
に入れることによって成長を育成する試みも20年
ほど前から行われるようになり，松露栽培実験の
成果が得られている。松露を積極的に育成するた
めには松葉かきをして，騎植が堆積していない砂
地にして， しかも木炭を埋設し松露菌が育成する
に適したアルカリに土壌の状態をすることが必要
である。さらに，松露胞子液を散布することは一
層効果的である。また松露が発生している場所に，
種をまくか若い松を移植して，松露lsiに感染させ
て， しばらく経過後に他の場所やポットに移植す
る方法もある。
菌根菌は植物の根に定着し，根と物質の交換を
しながら生きている微生物である。この菌につい
ての研究は1885年頃に始まり，告本では1970年頃
から盛んになってきた。松露草iについての研究の
康史は浅く，未だ解明されていないことが多く，
次のような問題の解明が必要である。
(1) 松露菌の生育に最適な環境 (pH，土壌水
分，杷~q，雑草，気象条件)とコントロール
方法
(2) 木炭埋設の効果，特に粉炭と固形炭の持続
効果の相違
(3) 松露の環境資源としての役割や食材として
の利用方法
さらに松露を育成することによって，つぎのよ
うな様々な効果が得られる。
(1 ) クロマツと共生関係にある松露育成によっ
てクロマツの生育環境を健全に保つ。
(2) 高級食材としての利用。
(3) 今はほとんど見られなくなったキノコであ
り，観光資源として利用できる。
(4) 虹の松原に親しみ，森の環境について考え
る機会となる。
(5) 共同作業を通じて，世代間の交流の場がで
きる。
(6) 木炭を利用することによって，間伐材の有
効利用ができる。
このような効果があるが，基本的には松露はク
ロマツの生育環境を評価する指標生物と考えるこ
とカfできる。
3.蛙の松原内の地下水
1999年6月に圏一 1に示す地点の井二戸水を採水
し，水質を測定した。いずれの井戸も比較的に浅
く，自由地下水を利用している。
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図-1 虹の松原における地下水採水地点
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国一 2，3に結果を示す。図ー2に示すように
住宅が密集している東唐津と浜崎のほぼ中間のG
点付近で，地下水中の物質濃度は最低となってい
る。この地点付近では住宅はまばらであり，人的
な影響も少ない。この付近の地形から考えると，
図-4の地下水流出構造に示すように，虹の松原
に降った雨は地下水となり海へ流出する。このよ
うな場合，地下水の水質は主に降雨の水質とほぼ
同じで，物質濃度は低い。これは天橋立において
も見られる現象である。ここでは幅150m程度で、
両側が海である松原に磯清水という井戸があるが，
この井戸水に含まれている物質は開様に非常に少
ない。
国一 4に示すように，揚水によって自由地下水
面が低下すると，ガイベンヘルツベルグの法則に
よって海水と淡水の境界が上昇してくる。住宅が
密集している地域で、は揚水量も多く自由地下水面
は低下し，塩分濃度が高くなる。この結果から，
国一2において住宅地に近いほど， i~111奇に近いほ
ど塩分濃度は高くなっていると考えられる。一方，
図-3に示すように，中央付近では，地下水の pH
値は7.5に近くアルカ 1)を示すが，浜1奇ではやや
低く pF7となっている。もともと海:水で、あれば
アルカ 1)性を示すが，なんらかの酸性物質が付加
されて p廷が低下したものと考えられる。前節で
述べたように松露の生育環境としてはアルカリ状
態が良く，実際に松露の生育がみられる地域は，
pHが比較的に高い地域と一致している。
地下水の水質や地下水位は松露やクロマツの生
育環境に影響を及ぼすことから，都市化が虹の松
原に与える影響を評価するためには，地下水の継
続的な観測が必要で、ある。
また，関-4に示すように海岸において淡水が
流れる深さは浅く，陸上で供給された物質この間
を通って海に流出するので，物質フラックスを評
価するには渇:岸地帝で、観測することが最適で、ある。
4.あとがき
虹の松原に関わる会として「七不思議の会Jが
膚津市(事務局は佐賀大学海浜台地生物生産研究
センター)において2000年の4月に結成された。
この会は虹の松原に伝えられている「七不思議j
をあらゆる角度から考えることによって，虹の松
原に親しみ，環境について考えようという会であ
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国一 4 地下水流出構造(水理公式集より 1965) 
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る。これまで研究センターにおいて毎月定例会を
開き，虹の松原についての話題を取り上げたり，
セミのぬけがら調査，虹の松原における地下水謂
査を行ったりしてきた。
現在， i七不思議の会」ではクロマツの生育環
境について考えるために，菌根菌の一種である汀公
露菌」に注日して，松露の生育環境問題に取り組
んでいる(この活動に対しては虹の松原保護対策
協議会から委託されている)。
また佐賀県長寿社会振興会より「虹の松原で松
露を育成する会」の活動に対して，資金的な助成
を受けている。この活動の主旨は以下の通りであ
るo
í~庄の松原は，唐津・浜玉の人々に皆まらず，
他地域の人々にも愛されている自然環境です。こ
れを守り，育むには，この地域の人々が地域環境
に関心を持ち，触れ親しむ活動が大切であると考
える。
この活動には，地域生氏，行政，学校教育，地
域企業が1)ンクした活動が有効で、ある。更には，
i止代を越えた活動が最も大切で、あると推察できる。
これからの将来，地域を担う子供たち，現代社会
において第一線で社会貢献している世代，そして
虹の松原に今まで触れ親しみ，育んで、こられた高
齢者の方々の知恵が，繋がり，交流することによ
り，虹の松原の自然環境が守られると考えられる。
従って，この事業では，高齢者の方々の自らの
積極的な行動が啓発される。以上のように，この
事業は地域の宝である虹の松原の環境保全を目的
にいきいきした地域づくりを目指した世代を越え
た活動が期待でき，また高齢者の方々においては，
夢と希望を抱き活動できる事業である。
この事業におけるテーマとして，釦:の松原にお
ける松露の育成を取り上げる。昔，虹の松原が自
砂青松と言われた頃は松露が多く自生していた。
しかし昨今，松葉かきがされなくなり，土壌が肥
え，雑木，雑草が多く自生し松原が衰退しはじめ，
これに伴い松露も少なくなってきている。松露が
なくなると更に松原の衰退は加速され，虹の松原
の自然環境がくずれてしまうことが考えられる。
つまり，松露は松原の健全さをはかるパラメータ
となり松原の番人で、あると言っても過言ではない。
そこで，この事業では，関係行政機関との連携を
図りながら，松露が自生できる環境保全に取り組
む。j
2000年8月から1月までに，虹の松原内におい
て2000年6月に植林された場所で，佐賀森林管理
署，佐賀県林業試験場などの指導のもとで，東唐
津小学校の生徒，老人会， i七不思議の会J，市民
など延べ人数100名以上が参加し，チガヤなどの
雑草や苔類の除去を行った。また実際に松露採取
も行い，松露の生育環境の学習を行った。今後は
松露の生育観察のみならず，生物調査も行う予定
である。現在は，この活動に対して多くの関係団
体や市民の協力のもとで，松露に関するネット
ワークが作られつつある。
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